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序文 

本モジュールでは、PRI報告フレームワークへのフィードバックを提供するとともに、報告を送信する前に入力した情報を見直す機会を提供
します。 

 

 



フィードバック 

 

セクション 

フィードバック 

 

 指標のステータス 目的 原則 

CM 01 任意報告 

非開示 

説明 一般 

 

CM 01 指標 

CM 01.1 PRI報告フレームワークは組織の原則の実施をどの程度対象としていたかを記載してください。 

 

 
かなりの範囲を対象
としていた 

まずまずの範囲と対象
としていた 

一部の範囲を対象
としていた 

まったく対象にしていなか
った 

最も当てはまる
ものを選択して
ください 

    

CM 01.2 補足情報。  

  

 

  



フィードバック 

 

 指標のステータス 目的 原則 

CM 02 任意報告 

非開示 

説明 一般 

 

CM 02 指標 

CM 02.1 報告および評価プロセスにご提案やご意見がある場合はご記入ください。 

  

 

CM 02 説明 

CM 02 皆様からの回答は報告や評価プロセスの改善に役立てさせていただきます。 

 



連絡先 

 

セクション 

連絡先 

 

 指標のステータス 目的 原則 

CM 03 報告義務 

非開示 

説明 一般 

 

CM 03 指標 

CM 03.1 メインとセカンダリの連絡先を提供してください。 

  名 姓 メールアドレス 

メインの連絡先    

セカンダリの連絡

先 [任意] 
   

    

    

    

 

CM 03 説明 

CM 03 メインとセカンダリの連絡先には、報告された情報に質問がある場合、連絡を取ります。また、

報告および評価のプロセスに関する追加情報を送信します。 

 

  



最終確認および送信  

 

セクション 

最終確認および送信 

 

 指標のステータス 目的 原則 

CM 04 報告義務 

非開示 

説明 一般 

 

CM 04  指標 

CM 04.1 PRI報告フレームワークへのご回答ありがとうございました。  

以下のリンクをクリックすると、報告された情報がRI透明性レポートにどのように表示されるかをご覧いただけます。RI透明性
レポートは一般に公開されます。 

いずれかの指標に間違って回答していた場合は、オンライン報告ツールのその指標に戻って適宜修正してください。 

[RI透明性レポートの確認] 

CM 04.2 「報告した情報を送信」を選択すると、回答を送信します。  

報告を送信すると、回答を修正することはできず、「公開」と表示された情報は自動的にPRIウェブサイトに記載されます。  

 報告した情報を送信しますが、PRIがこれを公開することは許可しません（準備期間の組織にのみ適用されます）。  

 
報告された情報を送信し、「公開」と表示された情報の開示をPRIに
許可します。  

 直ちに（2週間以内） 

 2014年6月 

CM 04.3 PRIはRI透明性レポートの他に、個別の評価レポートも作成し、組織のRI実施活動や進捗度についてフィードバックを提供し
ています。このレポートおよび新規のPRI評価方法については、署名者を対象としてパイロットプロジェクトを実施中です。P
RIは評価レポートを機密事項として扱い、開示することはありません。  

2013/14報告年度が終了し、すべての署名者が報告を終えると、2014年後半に機密事項扱いの評価レポートのコピーをお届け
いたします。  

評価レポートの受信をオプトアウトすることを希望する場合は記載してください。  

 機密事項であるパイロット評価レポートの受領を希望します 

 機密事項であるパイロット評価レポートの受領を希望しません 

 

CM 04 説明 

ロジック 

CM 4.2 
準備期間（PRI署名者としての初年度）に報告している組織は、回答の公表を希望しない場合は開示しないことができます。  

評価 

CM 04 署名者はこの評価レポートの受領をオプトアウトできます。レポートの受領をオプトアウトしても、回答は評価され、スコアは
集計され、機密事項を保持した状態で、評価レポートを要求した他の署名者との比較に使用されます。 

 


